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商工会情報誌

商工会は法律に基づいて設置されており、

経営についての相談は全て無料です。

平成 20年度

け第2回
、
J 

総
代
会
問
催
圃、-培e 

れ
勺 る

第
2
回
平
成
二
十
年
度
総
代
会
は
、
五
月
二

十
四
日
(
土
)
午
後
三
時
よ
り
広
島
安
佐
商
工

会
館
に
お
い
て
、
総
代
多
数
の
出
席
を
得
て
開

催
さ
れ
、
第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
ま
で

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
全
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

広
島
安
佐
商
工
会
設
立
後
二
回
目
の
総
代
会

は
、
議
長
に
仁
井
孝
尚
氏
を
指
名
し
て
議
事
に

入
っ
た
。
各
議
題
に
つ
い
て
出
席
総
代
か
ら
積

極
的
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
総

代
会
で
あ
っ
た
。

提
出
議
案
は
、
次
の
と
f
ら
で
あ
る
。

第

一
号
議
案

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
書
及
び
一
般
会

計
収
支
決
算
書

・
貸
借
対
照
表
・
財
産
目

録
承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
書
(
案
)
及
び

収
支
予
算
書
(
案
)
承
認
の
件

信
用
二
一
口
づ
一
弔
問
安
木

広
島
安
佐
商
工
会
定
款
並
び
に
運
営
規
約

の
一
部
改
正
(
案
)
の
件

第
四
号
議
案

役
員
辞
任
に
よ
る
補
欠
選
任
の
件

第
五
号
議
案

本
総
代
会
議
決
事
項
の
う
ち
監
督
官
庁
の

指
導
に
よ
り
修
正
を
要
す
る
場
合
、
修
正

を
加
え
る
こ
と
を
承
認
の
件

提
出
議
案
の
承
認
に
引
き
続
き
来
賓
の
方
々

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
い
て
、
総
代
会
は
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

来
賓
出
席
者
(
敬
称
略
)

衆

議

院

議

員

増

衆

議

院

議

員

河

広
島
県
議
会
議
員

山

広

島

市

議

会

議

員

海

広

島

市

議

会

議

員

若

広

島

市

議

会

議

員

西

広
島
市
経
済
局

地
域
産
業
支
援
課
長

商
工
会
連
合
会

地
域
振
興
課
長

国
民
生
活
金
融
公
庫

支
庖
長

上津田

田林徳崎井原里子;11 尻

正 克義新賢敏

浩三貢博行剛弘

人

う

広

巨

尺

ム

矢

依

タ

メヨ

1

τ

4

4

j

A
可

わ
が
国
経
済
は
、
米
国
経
済
減
速
に
よ
る
輸

出
の
鈍
化
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
る
円
高
・

株
安
、
賃
金
伸
び
悩
み
に
よ
る
個
人
消
費
の
低

迷
、
原
油
高
に
よ
る
企
業
収
益
鈍
化、

等
々
の

景
気
後
退
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
平
成
二
十
年
四

月
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
局
面
は
、

「穏
や
か

な
拡
大
基
調
」
か
ら
「
減
速
し
に
下
方
修
正
さ

れ
ま
し
た
。

特
に
輸
出
企
業
が
牽
引
し
て
き
た
広
島
県
で

は
、
景
況
感
の
落
ち
込
み
が
目
立
ち
、

中
小
企

業
を
中
心
に
経
営
環
境
は

一
段
と
、

厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
行
政
に
お
い
て
、
地
方
に
軸
足
を
お
い

た
政
治
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
再
生
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
先
行
き
不
透
明
な
環
境
下
、
広

島
安
佐
商
工
会
は
、
合
併
を
機
に
、
強
い
組
織

に
変
革
し
、
財
政
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
て

い
こ
う
と

「自
立
」

「競
争
」

「特
色
」
の
3
原

則
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
二
期
日
は
「
特
色
」
と
い
う
テ
l
マ

に
取
組
ん
で
い
く
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。

広
島
安
佐
商
工
会
の
財
政
基
盤
を
更
に
強
固
な

も
の
と
し
、
会
員
支
援
機
能
の
拡
充
を
は
か
り
、

魅
力
あ
る
商
工
会
へ
変
革
し
、
存
在
感
を
高
め

よ
う
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
」
と

し
て
、
事
業
の
強
化

・
拡
充
を
図
っ
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

主百
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《商
工
会
地
域
貢
献
計
画
》

第 4号

広
島
安
佐
商
工
会
は
、
地
域
の
皆
様
と
協
力

し
な
が
ら
、
地
域
経
済
や
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
、
併
せ
基
盤
の
強
化
と
健
全
化
に
努
め

ま
す
。

一
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
組
み

①
地
域
事
業
者
へ
の
経
営
サ
ポ
ー
ト

②
商
工
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
組
織
強
化

③
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

一
一
、
地
域
へ
の
各
種
支
援
活
動

①
安
全
・
美
化
・
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

②
教
育
支
援
活
動

③
文
化
支
援
活
動

三
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
取
組
み

①
地
域
行
事

・
地
域
振
興
事
業
へ
の
参
加

②
そ
の
他

《今
年
度
の
行
事
予
定
》

六
月
十

一
日

十
三
日

十
四
日

平成20年 7月15日

七
月
九
日

十
日

十
日

二
十
二
日

二
十
三
日

二
十
五
日

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
幻

青
年
部
意
見
主
張
発
表
大
会

女
性
部
総
会

借
入
相
談
(
第

2
水
曜
日
)

工
業
部
会
工
場
見
学

(
ア
オ
ハ
タ
ジ
ャ
ム
工
場
)

借
入
相
談
(
佐
東
支
所
)

借
入
相
談
(
可
部
支
所
)

借
入
相
談
(
安
佐
支
所
)

せ
せ
ら
ぎ
の
夕
、
べ

八
月

九
月

十
月

十

月

十

月
月

十

日

二
十
四
日

十
七
日

建
設
業
講
習
会

借
入
相
談
(
第
2
水
曜
日
)

ょ
が
ん
す
祭

会
員
日
帰
り
旅
行

借
入
相
談
(
第
2
水
曜
)

簿
記
講
習
会
(
各
支
所
)

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
(
各
支
所
)

健
康
診
断
(
安
佐
支
所
)

健
康
診
断
(
佐
東
支
所
)

借
入
相
談
(
第
2
水
曜
日
)

美
容
業
講
習
会

安
佐
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

青
年
部
共
催
事
業

女
性
部
共
催
事
業

法
律
相
談
(
各
支
所
)

借
入
相
談
(
各
支
所
)

美
容
業
講
習
会

理
容
業
講
習
会

飲
食
業
講
習
会

健
康
診
断
(
可
部
支
所
)

年
末
招
待
セ
ー
ル

借
入
相
談
(
第
2
水
曜
日
)

確
定
申
告
指
導

春
こ
い
祭
り

借
入
相
談
(
第

2
水
曜
日
)

-噌

収入の部

その他

9，326千円

平成19年度決算額

賦課金

4，711千円

支出の部

繰越
8，948千円

管理費

17，224千円

平成20年度予算額
支出の部

管理費

19，921千円

あ
な
た
の
経
営
課
題
を
解
決
し
ま
す
!

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
ス
タ
ー
ト

中
小
企
業
基
盤
機
構
、
商
工
会
連
合
会
及
び

商
工
会
議
所
で
は
国
の
委
託
を
受
け
て
、

・
創
業
、
再
チ

ャ
レ
ン
ジ

-
経
営
革
新
、
事
業
承
継
、

・
地
域
資
源
、
農
商
工
連
携
、

I
T
経
営
管
理

に
つ
い
て
専
門
家
が

2
1
4
回
訪
問
し
、
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
右
記
の
よ
う
な
問
題
を

お
持
ち
の
方
は
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
商
工
会
ま
で

平成20年度予算額
収入の部

その他

9，948千円

商
工
会
員
は
借
入
に
際
し
、
次
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

①
小
規
模
企
業
経
営
改
善
資
金
(
国
民
公
庫
)

②
リ
l
グ
保
証
融
資
制
度

(
一
般
金
融
機
関
)

.
保
証
人
が
い
り
ま
せ
ん
。

・
担
保
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。



新
規
加
入
会
員
紹
介

次
の
方
が
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

(
平
成
初
年
1
月
1
5月
)

①

事

業

所

名

②

事

業

主

名

③

業

種

④
住
所

※
①
間
愛
朔
産
業
②
藤
沢
正
行

③
一
般
貨
物
運
送
業

④
安
佐
北
区
可
部
南
2
|
叩
|
げ
|
制

※
①
D
T
・
A
B
E

②
安
部
範
行

③
歯
科
技
工

④
安
佐
北
区
入

1

羽
|

7

※
①
開
可
部
林
乳
販
②
林
久
仁
義

③
乳
類
卸
売

④
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
8
6
4
1
1

※

②

寅

井

徳

郎

③

不

動

産

貸

付

④
安
佐
北
区
可
部
8
1
3
日

※
①
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
バ
イ
パ
ス
庖

②

瀬

尾

賢

治

③

コ

ン

ビ

ニ

④
安
佐
北
区
可
部
1

6

幻

※

②

津

田

法

義

③

運

送

業

④
安
佐
北
区
可
部
1
1
5
1
4

※

①

同

ホ

ク

ブ

②

原

田

勇

治

③
産
業
廃
棄
物
運
搬
処
理

④
可
部
町
今
井
田
観
音
谷
叩

6

※

②

下

道

正

雄

③

建

設

業

④
安
佐
北
区
可
部
東
3
l
u
l
u

※

①

清

永

塗

装

②

清

永

和

夫

③
建
築
塗
装

④
安
佐
北
区
亀
山
西

2

m

M

※

②

永

田

吉

明

③

型

枠

大

工

④
安
佐
北
「
h
部
南
2
i
U
1
2

※

②

升

田

俊

行

③

運

送

業

④
安
佐
北
区
三
入
東
2
|
訂
|
お

※

②

増

田

国

夫

③

不

動

産

業

④
安
佐
北
区
可
部
8

1
必
1

9

※

①

建

機

サ

ー

ビ

ス

②

谷

口

司

③
建
設
機
械
修
理

④
安
佐
北
区
亀
山
4
1
2
1
3

※
①
セ
ジ
ュ
ー
ル
サ
サ
キ
②
佐
々
木
宗

③
ア
パ
ー
ト
経
営

④
安
佐
北
区
可
部

7

8

U

※

①

松

本

建

築

塗

装

②

松

本

一
男

③
塗
装
業

④
安
佐
北
区
三
入
4

3

3

※
①
美
容
室

K
A
Z
U
N

②
佐
々
木
和
恵

③
美
容
室

④
安
佐
北
区
可
部
南
3

8

5

※
①
(
医
)
サ
カ
も
み
の
木
会

②

坂

信

一

③

医

業

④
安
佐
北
区
亀
山

7

5

1

※

②

戸

田

弘

子

③

不

動

産

貸

付

④
安
佐
北
区
可
部
3
l
m
l
n

※

②

増

井

栄

治

③

大

工

④
安
佐
北
区
可
部
2
1
M
l
m

※
①
岡
谷
村
屋
根
工
事
屈
②
谷
村
和
則

③
屋
根
工
事
業

④
安
佐
北
区
可
部
7
|
汀
|
日
|
3

※
①
ケ
ン
・
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

②

橋

爪

健

児

③

日

用

雑

貨

卸

④
安
佐
北
区
三
入
南
2

6

お

4

※

①

信

貴

②

二

間

信

博

③
と
び
職

④
安
佐
北
区
可
部
南
2

7

1

制

※

①

玄

道

製

作

所

②

玄

道

一

至

③
溶
接
業

④
安
佐
北
区
亀
山

3

U

4

※

②

武

本

聡

子

③

不

動

産

貸

付

④
安
佐
南
区
緑
井
2
1
3
|
必

※

②

熊

本

優

司

③

不

動

産

業

④
安
佐
南
区
八
木

3

日

比

※
①
川
上
自
動
車
塗
装
②
川
上
謙
次

③
自
動
車
板
金
塗
装

④
安
佐
南
区
八
木
3

1

3

※

②

小

西

良

夫

③

不

動

産

貸

付

④
安
佐
南
区
川
内
1
1
2
l
M

※

②

冬

野

政

彦

③

不

動

産

貸

付

④
安
佐
南
区
緑
井

4

日

8

※
①
イ
ベ
イ
シ
ョ
ン
側
②
田
中
幸
次
郎

③
介
護
事
業

④
安
佐
南
区
緑
井
2
1
m
l
ぉ
l
m

※

②

岡

田

正

則

③

機

械

設

計

④
安
佐
南
区
川
内
1
1
1
1
日
|
4

※

①

倒

チ

ヒ

ロ

②

塚

本

智

③
事
務
所
向
弁
当
製
造
販
売

④
安
佐
南
区
八
木
2
1
5

剖

※

①

坂

本

総

業

②

坂

本

智

哉

③
建
設
業

④
安
佐
南
区
八
木
3

M

6

m

※
①
同
ジ
ィ

l
エ

ム

②

栗

原

康

夫

③
設
備
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム

④
安
佐
南
区
緑
井
8
1
2
1
お

※
①

N
建

築

側

②

入

津

努

③
建
築

④
安
佐
南
区
川
内
1

8

羽

※

①

江

畑

工

務

居

②

江

畑

康

雄

③
大
工

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘
1
1
4
1
7

※
①
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
リ
ヨ
ウ

②
阿
保
和
久

③
映
像
制
作
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室
m
l
m

※

②

正

木

俊

士

③

大

工

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

9

6

1

4

※

①

岡

三

崎

鉄

工

②

三

崎

勉

③
建
設
機
械
部
品
加
工

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
岩
宿
6
5
3
3

※
①
Z
宍
)
法
人
か
べ
工
房
村

②
国
松
浩
司

③
漬
物
等
体
験
講
座
き
く
い
も
茶
販
売

④
安
佐
北
区
亀
山
南
2
1
5
!
日

※
①
側
ラ
イ
フ
ク
リ
エ

l
ト
②
升
岡
一
英

③
建
築
工
事
一
式

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
別
加

皆様ヘホ願い

ご紹介下さい11

皆様(;)<<11知&.J含い命事業所官、商工会

に入会されてい惨い宵を、是非ご紹介く

ださい。

会員増強I~，組織強化奄目指す上官、
欠かせ惨い重事課題です。

どうぜよろしく出願いいEします。

(') ，..... ~ ~ 

J齢 福:編;;iSJai
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《
佐
東
支
所
便
り
》

。
イ
ベ
ン

ト
開
催
情
報

「
せ
せ
ら
ぎ
の
夕
べ
」

・
日
時
七
月
二
十
五
日
(
金
)
日
時

1

・
場
所
せ
せ
ら
ぎ
公
園

γ℃べ

支鉦ノゼゼらぎ喜 界・"・ I" ÍI ."ol始祖・i:. 1'! ・宅Rι ~.II 自".喝択が プぐi ' lò・f
:1>.' 0'"，令 " ち-;')':;119 ..陣織聖司・.令・b噌j臨伺

.，.......列島同織岬.'、、帥 J川一 千.'VVII'_T・-柑
語 f'，"-f!"司 令 F

1食‘'叫があり"仕入〆f ゐ.， 唱し h.lor<¥

佐
東
地
区
の
夏
祭
り

「
せ
せ
ら
ぎ
の
夕
、
べ
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
地
元
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
、
消
防

音
楽
隊
の
演
奏
、
子
供
会
に
よ
る
「
と
う
ろ
う

流
し
」
女
性
会
の
民
語
、
歌
話
シ
ョ

l
、
ダ
ン

ス
シ
ョ

ー
な
ど
。

商
工
会
青
年
部
も
こ
の
祭
り
に
参
加
・
協
力

し
「
メ
ダ
カ
の
放
流
」
と
、
商
工
会
女
性
部
と

合
同
で
の
売
屈
の
出
庖
等
で
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第 4号(3) 

。f二¥
~ I 安 |
ア |佐 l

zl支|
:3 Iml 
自慢|
催 ドザj
さ '---._/

れ
る

平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
、
安
佐
支
所
に
お

い
て
(
財
)
広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
引
」
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
方
は
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

引
地
域
事
務
局
ひ
ろ
し
ま
の
天
玉
朝
子
氏
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
幻
と
は
何
か
と
一
言
う
と
、

環
境
省
が

I
S
O
規
格
を
ベ

l
ス
に
策
定
し
た

環
境
活
動
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
事
業
活
動
と
環

境
の
か
か
わ
り
に
気
づ
き
、
改
善
の
目
標
を
持

ち
、
行
動
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

今
回
の
説
明
会
は
、
安
佐
北
区
の
事
業
所
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
参
加
者
の
方
々
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

-句

今
後
は
認
証
に
向
け
マ
数
回
の
セ
ミ
ナ
ー

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
引
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問

合
せ
先
は(

財
)
広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

E
0
8
2
1
2
7
8
1
8
0
3
2
 

。
集
団
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
安
佐
支
所
の
集
団
健
康
診
断
は
左

記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
健
診
の
内
容
は
、

広
島
県
集
団
検
診
協
会
の
健
診
車
が
来
て
、

心

電
図

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

・
血
液
検
査
等

で
す
。
こ
の
健
康
診
断
を
通
し
て
、
ご
自
分
の

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
日

時

九

月

二

十
四
日
(
水
)

・
場

所

安

佐

支

所

受
診
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

広
島
安
佐
商
工
会
安
佐
支
所

百

n
v
R
U
円

L
i-
-
R
u
qベ
U
R
U
-
-
n
u
n
u
A
T
R
U

。
青
年
部
事
業
報
告

-
お
お
あ
さ
わ
さ
ま
ち
へ
の
出
庖

四
月
二
十
九
日
(
祝
)
北
広
島
町
大
朝
で

開
催
さ
れ
た
祭
り
「
お
お
あ
さ
わ
さ
ま
ち
」

へ
出
百
し
た
。

-
通
常
総
会
の
開
催

五
月
二
十
三
日
(
金
)
部
員
四
十
名
(
内

委
任
状
二
十

一
名
)
出
席
の
も
と
開
催
。
提

出
議
案
す
べ
て
可
決
後
懇
親
会
を
行
い
、
今

年
度
も
新
本
部
長
の
下
、
一
致
団
結
し
て
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

-
親
睦
事
業
(
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
)

の
開
催

五
月
三
十
一

日

(
土
)
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大

会
の
予
定
を
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
変
更
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
の
後
、
部
員
さ
ん
の
庭
で
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
を
開
催
。
話
が
は
ず
み
時
間
が
た
つ

の
も
忘
れ
、
大
い
に
親
睦
が
図
れ
た
。

-
主
張
発
表
大
会
安
佐
地
区
予
選
会
の
開
催

六
月
十
三
日

(
金
)
可
部
本
所
で
開
催
。

安
佐
地
区
各
商
工
会
、
支
所
か
ら
五
名
が
発

表
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
竹
野
彰
吾
氏

(
祇
園
町
)
と
野
村
晋
作
氏
(
可
部
支
所
)

の
二
名
が
安
佐
地
区
代
表
に
選
ば
れ
、

七
月

十
七
日
(
木
)
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
広
島

で
開
催
さ
れ
る
芸
北
地
区
予
選
会
に
進
む
こ

と
と
な
っ
た
。

お
二
人
の
健
闘
を
祈
る
!

一
青
年
部
員
募
集
中

た
だ
今
、
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
で
は
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
四
十
歳
ま
で
の
事
業

主
、
後
継
者
、
そ
し
て
会
員
企
業
の
従
業
員
が

対
象
で
す
。

親
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
り
、
独
立
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
あ
な
た
も
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

・
部
員
や
先
輩
た
ち
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

・
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
自
己
啓
発

0

.
青
年
部
は
情
報
の
宝
庫
で
す
。
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菱歌大今目立 [限定品]・18f'木箱 l本入り 10，500円
.720mP化粧箱(保冷箱入)

1本入り 5，250円

《
可
部
支
所
便
り
》

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
受
賞

ー
金
松
菱
正
宗
の
久
保
田
酒
造
蜘
|

毎
年
行
わ
れ
る
(
独
)
酒
類
総
合
研
究
所
主

催
の
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
、
久
保
田
酒
造
闘
の

「
金
松
菱
正
宗
」
が
今
年
度
見
事
金
賞
受
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

本
鑑
評
会
は
、
そ
の
年
に
製
造
さ
れ
た
清
酒

を
全
国
的
な
規
模
で
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に

よ
り
、
製
造
技
術
と
酒
質
の
現
状
及
び
動
向
を

明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
清
酒
の
品
質
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
唯
一
の
清

酒
鑑
評
会
で
あ
り
、
製
造
技
術
と
品
質
の
向
上

に
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
鹿
児
島
、
沖
縄
を
除
く
必
都
道
府

県
か
ら
如
点
が
出
品
さ
れ
、
五
月
八
日
九
日
の

二
日
間
の
最
終
結
審
で
香
り
や
昧
な
ど
を
審
査

し
、
入
賞
酒
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

金
松
菱
正
宗
は
昨
年
に
続
く
入
賞
で
今
年
度

は
栄
え
あ
る
金
賞
を
受
賞
で
す
。
こ
の
清
酒
は

七
月
二
日
に

「
大
吟
醸
金
受
賞
酒
」
と
し
て
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

で:と

すい 職 役
う可佐安員可佐 安 員

ご体部東佐副部東佐副
加制支支支リ支 支支リ l'
入で所所所 l 所 所所 l
を推 ダ ダ
ご進 1 1 
検し
討ま
下す佐椛 上
さ
い 大 藤 屋 田

変
良辰仁雅

保郎志明
険

《
か
が
や
き
土
、
ャ
ン
ぺ

l
ン
》
実
施

穴
熊
〈
ノ
八
♀
感
寸
ぞ
入
れ
ま
す

月々 2，000円

充実の24時間保障だから山安心です/

広
島
安
佐
商
工
会
で
は
、
広
島
県
共
済
の
傷

害
保
険
「
か
が
や
き
」
三

O
O口
獲
得
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
六
月
の
理
事
会

で
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

.
統
括
リ
ー
ダ
ー

N

補
佐

共済掛金

森上

津 西

賢不

樹夫

レジャーの時のケガも就業中のケガも

堤岡井

村手

実日

通院1日目からお受払いします

万一の時は迅速な支払いで
さらに安心!

夫昭修

一
商
工
会
ホ
i
b
ペ
ー
ジ
開
設

一

昨
年
度
か
ら
開
設
に
向
け
て
検
討
し
て
き
た

ホ
|
ム
ペ

l
ジ
が
、
委
員
の
方
々
の
ご
努
力
に

よ
り
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ド
レ
ス
は
才
I
ω
ω
ω
・
旨

こ
れ
を
聞
く
と
各
支
所
の
代
表
的
な
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
写
真
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の

P
R
コ
ー
ナ
ー
へ
入
れ
ま
す
。

又
、
「
会
員
紹
介
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
電
話
帳

の
索
引
と
同
じ
、
暮
ら
し
、
食
べ
る
、
健
康
と

い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
検
索
で
き
、
さ
ら
に

「
会

員
か
ら
の
お
知
ら
せ
コ

ー
ナ
ー
」
と
し
て
各
事

業
所
の

P
R
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
こ
の
コ

ー
ナ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い
。

ー

お
問
合
せ
は
商
工
会
事
務
局
へ

. ."1:・・ ...M".. 
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一一一一一一一一l首
ぬ

品

W

山
1
1池
辺
品
峰
崎
い

広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
庖
舗
演
出
、

接
客
な
ど
優
れ
た
小
売
庖
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

2
7
8
8
0
3
2
ま
で


